


73期
山田保

T：壁の奥には？
S：F30号
油彩

T：雨上がりの散歩
S：4号
水彩

今年3月、 地元の鎌ケ谷
市展で『奨励賞』をもら
いました。初めての受賞
で嬉しかったです。

T：慟哭
S：175cm×70cm
書

創玄展で準大賞を受賞。 東日本大震災の年、 地震の翌日が授賞式で
『慟哭』という題材だっただけに複雑な心境の受賞となりました。

ご近所の方から教わりました。
とうもろこしの皮からこんなお人形ができるのが驚きでした。

99期
金城範子

【号：金城紫玉】

68期
高端正直

【号：真石】

T：性静情逸
S：半紙大
書

釈文：本性がおちつい
ていれば情緒は安逸で
ある。

T：秋のよろこび
S：F6号
油彩

思いのままに描くのは楽しい。

73期
鎌田明浩

63期
龍居道子

73期
鵜飼しをり

T：トレド
S：F20号
油彩

首都マドリードから約100km南下した
ところにある街トレド。
観光ルートから外れた小さなレストラン
があるところ、そこが私のスケッチの
お気に入りの場所。

北野では、 芸術の科目は美術、 書道、 音楽の3つのコースに分かれていました。 受験科目や体育ではなく、自
分の好きな芸術の時間は楽しみだったという方も多いはず。 秋は創作意欲がかき立てられ、 芸術鑑賞に浸りたく
なる季節。 そこで、 今も創作活動をされている会員の方も多いのではと作品を募集したところ、 たくさんの
ご応募をいただきました。力作の数々をご紹介します。
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T：雨上がりの散歩
S：4号
水彩

79期
井上直子

【号：井上直】

T：千の種族B
（One Thousand Tribes B）

S：145.5cm×145.5cm
Acrylic on canvas

これは2013年茨城県近代美術館『二年後。自然と芸術、そしてレクイエム』展の
ポスターに選ばれた、わたしにとっては思い出のある作品です。

96期
平田倫子

T：詠唱
S：高さ30cm
木芯桐塑紙貼

神に捧げる神聖なハワイの古典フラ、カヒコの厳粛でありながらも力強い
躍動感を、 伝統工芸の技法で製作しました。日本美術工芸展出品作品。 Ｔ：タイトル　S：サイズ

96期
吉田佐和子

T：とうきび娘
S：高さ15cm
乾燥させたとうもろこしの皮

ご近所の方から教わりました。
とうもろこしの皮からこんなお人形ができるのが驚きでした。

74期
桜田洋子

T：花咲く街
S：F6号
水彩

油彩から水彩画に移り18年。青山のギャラリーを拠点に個展活動も19回。
また油絵に戻り新たな気持ちで物語を紡いでいけたら幸せです。

75期
清水知子

T：廃市
S：F100号
油彩

光風会展出品作品。
荒涼とした遺跡などの
風景が好きなのでそこ
に人物を配置して描き
ました。

思いのままに描くのは楽しい。

94期
木村量

T：しながわ水族館の
シロワニ

S：F4号
ペンスケッチ
＋透明水彩

首都マドリードから約100km南下した
ところにある街トレド。
観光ルートから外れた小さなレストラン
があるところ、そこが私のスケッチの
お気に入りの場所。

サメのゆったり泳ぐ姿が気に
入り、 水族館で3時間ぐらい
かけてペンスケッチしました。

72期
佐藤勝昭

70期
小林健治

T：ラ・メゾン・ローズ（モンマルトル）
S：100号　油彩

第65回日府展出品作品

T：サクレクールを望む（モンマルトル）
S：100号　油彩

Ｔ：雪の朝
Ｓ：45cm×70cm
水墨画

誌上GALLERYは、次回以降の開
催も予定しています！
絵画、造形／工芸、書などの作品

を写真に撮ってお送り下さい。（詳細
についてご不明な点は、ご応募の際
にお問合せ下さい。）ご応募をお待ち
しております。

応募先：genko@tokyo-rikuryo.com

2018秋　3



アも、このテーマに沿わないものは捨てました。北野の懐

かしい写真や卒業アルバムの映像、『鉄腕アトム』の演奏な

どは、世代を超えて皆さんの心をつなぐことができたのでは

ないでしょうか。

また来場者にはシニア世代や女性が多いため、自分たち

世代のうちわ受けにならないよう、また独りよがりにならな

いよう、参加型企画で盛り上げられる演出を心がけました。

「北野クイズ王決定戦」や、皆さんに訪れた国に色を付けて

もらう「六稜世界探訪ぬりえ」などは大好評でした。

◆今年は格式高い日本工業倶楽部で開催

今年の総会は12年ぶりに日本工業倶楽部で開催されまし

た。先輩諸氏が懐かしんでいらっしゃる中、学士会館しか知

らない世代からは格式の高さに感嘆の声も。

総会が始まり、まずは東京六稜会会長・太田省三さん

（77期）から、来る北野高校創立145周年に向け、東京六

稜会も北野OBとしての誇りをもって関東でも母

校の名前を世に響かせ続けていきましょう、との

スピーチ。

次に、ご来賓の挨拶として現北野高校校長・

恩知忠司先生より、現役生の近況についてお話

しいただきました。京都大学・大阪大学の入学

数はがぜん公立高校トップであったこと、部活動

でも山岳部のインターハイ出場を筆頭に多くの

部が活躍していること、縄跳び、50m水泳、断

郊競争は現在も行われていることなど、いまだ

変わらぬ六稜魂について明るくお伝えいただき

ました。

卓話は、国際協力機構（JICA）のシニア・アド

第61回東京六稜総会　99期当番期「メイキング」リポ ート

東京六稜総会が6月16日（土）、格式高い日本工業倶楽

部で184名の同窓生を迎えて開催されました。今回、当番

期99期が掲げた企画テーマは『TSUNAGU（つなぐ）』。

99という最後の2ケタ期の我々が、先輩から100期以降の

世代へ、卒業生から在校生へ、東京から大阪へと、さまざ

まな繋がりの起点になれることを願って準備しました。

◆運営メンバーがまず楽しむことを忘れない

「やりたいこと　will」「できること　can」「求められるこ

と　must」の輪が重なることで何事もうまくいきます。「求

められること」に偏りすぎずバランスをとることを心がけまし

た。また主体的なメンバーをいかに探すか？「しょーがない、

手伝うよ」ではなく「面白そうやん、一緒にやろー!」をいか

に増やせるか？がポイントでした。

◆「TTP」を合言葉に

昨年は60周年の記念総会で、先輩方が頑張ってくださっ

た華やかな会。では次の私たちはどうしよう？というところか

ら始めました。まず考えたのが「TTP＝てってーてきにパク

る」。過去の総会でうまくいった企画を遠慮なく取り入れ、

前回の大きな名札や学年をシャッフルしたテーブル配置など

もちゃっかりパクらせてもらいました。

◆テーマに沿った演出を

今回のテーマは『TSUNAGU』。どんなに面白いアイデ

「TSUNAGU」をテーマに、すべての期が盛り上がれる演出を企画
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バイザーであり、現在もカンボジアに駐在している辰巳知行

さん（99期）によるお話で、ニュースでは知ることができな

い実情やありえない選挙妨害の話などを、時には笑いを交

えながらお話しいただきました。公平な選挙というものが世

界の一部では特別であること、平和がいかに素晴らしいこと

かなどを学ぶ良い機会になりました。

◆懇親会のテーマは『温故知新』

第二部の懇親会は『温故知新』をキーワードに、金管楽

器による『鉄腕アトム』の生演奏でスタート。

参加者の皆様には昨年好評だった

自己紹介カードを首から下げていた

だき、「出身中学」「部活」「近況」

をきっかけに世代を超えたコミュニ

ケーションが繰り広げられました。

メインイベントはテーブル対抗の

『北野クイズ王決定戦』。司会の瀬戸

家愛（99期）が「遠足で最も人気の

あった場所はどこか？」などマニアッ

クな4問を出題。いつの時代も「競

い合う」「負けたくない」という六稜魂は変わらないのか大

盛り上がりで楽しい余興となりました。

歓談時間中には懐かしい母校の思い出を投影しました。

鳥居計美（99期）が撮影した『解体前の旧校舎』の写真、各

期の卒業アルバムの最後のページに書かれていた『未来へ

のメッセージ』を映像に加工。談笑中に学生時代を思い出し

ていただけたのではないでしょうか。

また、ちょっと楽しいアイデアとしては「六稜世界探訪ぬ

りえ」を実施、皆さんに訪れたことのある国を塗りつぶして

いただきました。すると139か国を制覇していたという結果

もさることながら、「卓話者の辰巳くんの赴任地は50か国ら

しいが、私は60か国に赴任した」という先輩もいらっしゃり、

北野ならではの話題が広がっていました。

今回、総会の準備をきっかけに、関東に生活圏を移した

同期と改めて母校での想いを語る時間を持てました。総会

に来場された方々にも懐かしい想いをよみがえらせていただ

きたいという想いが、企画・運営の根底にありました。ご参

加いただいた皆様が、楽しい時間を過ごしていただけたな

ら、幸いです。	 （神宅謙一郎・小國陽子　99期）

第61回東京六稜総会　99期当番期「メイキング」リポ ート

川上央（99期）が教授を務める日本大学芸術学部音楽学科の皆さんによる演奏
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中等教育でフランス語教育に情熱を注ぎ、フランス政府

から叙勲された六稜人がいる。高校でフランス語を第一外

国語とする日本では数少ない学校のひとつ、カリタス女子

中学高等学校で長年教鞭をとり、「英語一辺倒ではなく若い

時代から多言語を学ぶべき」というその信念をお聞きした。

もの書く医者を夢見ていた北野時代
文学少年だった北野時代、高2まで医学部をめざしてい

て、医者になって二足のわらじで小説を書くというのが夢で

した。当時は安部公房、なだいなだ、北杜夫など医師で作

家という人が多かったんです。でも、北野には理系でかな

わない友人がいっぱいいて、医学部はあきらめて（笑）。

それで進路変更し

て早稲田文学部へ進

み、3年生でフラン

ス文学を専攻しまし

た。フランス語の世

界へ足を突っ込んだ

のは結構遅かったわけです。「なぜフランス語教育を？」と

聞かれると、高校1年生の時にスタンダールの『赤と黒』を

読んで感動したから、などと答えますが、それ以上に当時、

早稲田の仏文の教授陣がすごかった。岩瀬孝、安堂信也、

平岡篤頼など日本を代表するフランス文学研究者がきら星

のように居並んでおられた。この時代に早稲田の仏文に学

んだことは、今の私の礎となっています。

まさか「女子高生の園」で教えることに!？
私は四半世紀以上、カナダのカトリック系女子高の「カリ

タス女子中学高等学校」でフランス語の教鞭をとってきまし

た。そのきっかけとなったのは、博士課程在籍の先輩にカリ

タスの教員がおられ、私の指導教授に「誰かカリタスで教え

てくれる人はいないか」と相談されたことで、教授は「シス

ターが牛耳っている女子校で仕事ができるのは山崎しかい

ない」と私を推薦してくれました。その後、専任の話があっ

たときには、指導教授に「留学してから大学で職を得るのは

ずっと先になる。話があるなら受けたほうがいい」と言われ、

図らずも「乙女の園」のフランス語専任教諭として四半世紀

勤めることになりました。

女子高生を教えていて一つわかったことがあります。それ

は「女子校では芸人は育たない」ということ。なにしろケラ

ケラよく笑う。そしてポンポン質問する自由な学習環境でし

た。北野ではヘタな質問をすると怒られそうでしたが（笑）。

でも、カリタスのフランス語のレベルは、「高校の第1外

国語ってこんなに難しいのか」と思うくらいで教える方も必

死です。またシスターとフランス語で議論することも多く、

ずいぶん会話力が鍛えられました。

2012年、フランス政府から『パルムア

カデミック』を受章しました。中等教育での

叙勲は滅多にありません。叙勲の理由と

なったのは日仏高等学校ネットワーク『コリ

ブリ』の立ち上げに携わったことと、フラン

ス語教育の世界大会の企画・運営の中心に

なったことの2つです。世界大会の時はそう

そうたるメンバーの中、40代は私1人で、情報処理と広報

の責任者でした。私は早くからコンピュータに親しんできま

したが、フランス語入力ソフトがまだなかった時代、北野の

友人であり、今は故人となった森治久君がプログラミングし

てくれたことを思い出します。

なぜフランス語教育が大事なのか。それは、外国語は人

によって向き不向きがあり、英語が苦手だった子がフランス

語でぐんと伸びるということがよく

あるからです。フランス語ができ

ることで広がる世界は、とても大

きい。日本は英語一辺倒ですが、

多言語教育に対する理解を、もっ

と広めていきたいですね。

東京六稜会 多士済々
フランス語教育で「フランス教育功労章・シュヴァリエ」を叙勲

一般財団法人日本私学教育研究所・主任研究員

山崎吉朗（84期）
PROFILE
早稲田大学大学院修士課程修了、東京工業大
学大学院博士課程単位取得満期退学、文学修
士。元カリタス女子中学高等学校教諭、元東京
大学非常勤講師。（一財）日本私学教育研究所主
任研究員、（一社）日本外国語教育推進機構理事
長、東洋大学非常勤講師。2012年、フランス
政府より教育功労章を受章。

私が推薦
松井巖さん（78期）

山崎君とは教え子同士が結婚したという仲です。私は
下戸ですが、ワインの蘊蓄には感心しきり。フランス語
教育者というよりも、ワイン愛好家の方がなじみかな？

フランス政府から
授与された

シュヴァリエ勲章

受章式に駆けつけた同期の友人。左は辻康之、右は若林成一
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「多士済々コーナー」では、ユニークな活動をしている
同窓生の推薦をお待ちしています。推薦の一言を添え
て、genko@tokyo-rikuryo.com	までご連絡ください。 RIKURYO　EXCELLENT　PEOPLE
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楽しんで走る！　98期ランナーズクラブ
フェイスブックで繋がった

同期生が集まり、定期的に

ランニングを楽しんでいま

す。今年は2月の皇居ラン

に始まり、4月には箱根駅

伝のコースを、蒲田と戸塚

からの2手に分かれてGo！　目指すは生麦にあるキリンビー

ル工場の「ラン＋BBQ」です。このときは4月なのにすでに

気温は30℃超え。5月と7月は暑すぎて日中は危険と、夜

景を見ながらの横浜ナイトランとなりました。景色の美しさ

のおかげか、心地よく走ることができ、5月は山下公園ま

設計者と行く新宿「瑠璃光院」見学会
この春、見学等同好

会と文化・芸術の2分

科会の共催で、竹山聖

氏（85期）が設計された

「瑠璃光院」の見学会

を開催しました。この

見学会は、昨年9月の

東京六稜倶楽部での竹山氏の講演で紹介された建物を見学

したいという、皆様の声にお応えして実施したものです。

瑠璃光院は永代供養のお寺ですが、従来のお寺のイメー

ジとは全く異なった形のホワイトコン

クリートの建物で、内部は美術館の

ような空間です。当日は竹山氏自ら

ナビゲーターとして如来堂、本堂、

空の間、白書院などを案内してくだ

さいました。空の間をイメージした

音楽「天と地の間に」の鑑賞や、白

書院の松井冬子氏のふすま絵の特別鑑賞も加わり、設計者

ならではの思いや詳しい解説が大好評でした。見学後の懇

親会は、世代を越えた交流の機会となりました。ご案内役

を快くお引き受けくださいました竹山氏に心より感謝いたし

ます。	 （蓑原律子	96期）

交流リポート 関東在住の皆さんの活発な交流をご紹介するページです。
同期会、OB・OG会、同好の士の集まりなどの原稿をお寄せください。
genko@tokyo-rikuryo.com（詳しい投稿要領は14ページをご覧ください）
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白馬ハイランドホテルで同窓会
早々に梅雨明けした7月、73

期10名は毎年恒例の旅行に出

かけました。今年は長野県白馬

へ一泊旅行となり、初日はゴル

フ組・観光組と別れて楽しみ、

翌日は全員で標高1900mに広

がる栂池自然園へ。ゴンドラか

ら手の届くところに紫色の松ぼっくりのような球果がたくさ

んなっていて驚いていると、ガイドの方いわく、これは「オ

オシラビソ」というもみの仲間で、今年は8年ぶりに大量に

実がつき、そんな年は大雪になるのだとか。自然園では清

楚なキヌガサソウや妖艶なエンレイソウ、

薄紫のシラネアオイなど足元で「ここよ」

とささやく高山の花々を楽しみました。

宿は姫川温泉の白馬ハイランドホテルで、81期の掛谷嘉

則さんが経営するホテル。美味しいお料理と地酒を堪能し、

また思い出が一つ増えました。	 （中尾鈴江	73期）

で、7月は港の見える丘公園までと距離を延ばしました。

走った後のお楽しみは、もちろん中華街で飲茶です。11月

頃には紅葉ランなどを企画中！

来年はメンバーの住む町をひ

とつひとつ制覇するというアイ

デアもあり、これからも楽しみ

ながら98Runを続けていきま

す。	 （原田佳子	98期）
「関東31会」で80歳記念旅行へ
68期の関東在住者の集まり「関東31会」では毎年一泊

旅行をしており、80歳の記念旅行となる今年は10名ほど

で春の伊豆高原を訪れました。旅程に桜の開花が合うかどう

か心配しましたが、タイミングよく満開。大室山の麓にある

「さくら園」は高原にたくさんの桜が植わっており、見事でし

た。3km続く桜

並木道も通り、2

日で約15,000歩

歩きましたが、疲

れを忘れる美しさ

でした。

（高端正直	68期）

左から宮田、福島、坂本、宮内、高端、今井、伊藤、岡本
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68期　髙松孝之 

早朝サーフィンでロハスな生活
家族をアメリカに残して逆単身

赴任することになり、休日ブラブラ

していたのを見かねて長男がサー

フィンに誘ってくれました。潮、

風、地形などの要因が生み出す波

に、自分の持てる技術を駆使していかに乗るか。それが当

時の仕事、企業を取り巻く環境やルールの変化に対応しな

ければならないガバナンスやコンプライアンスに似通ってい

ることが面白く（同じ波は絶対来ない、失

敗したら即アウト、マナー違反は海から追

放など）、週末は海で過ごすようになりま

した。退職後は海の近くで暮らそうと、

千葉県上総一ノ宮に引越しました。最近、

再び東京で働き始めましたが、特急で

1時間程度なので、早朝サーフィンを

してから出社というロハスな生活を送っ

ています。	 （樫井正剛	84期）

お遍路、サンティアゴ、甲州街道を完歩
現役時時代からスリーデーマーチなど

に参加し、ウォーキングを楽しんでいまし

た。リタイア後、まずは2011年に四国

88ヵ所遍路を、次いで2012年にスペイ

ンのサンティアゴ・デ・コンポステーラへ

の巡礼を完歩しました。

さて次はと考えたところ、私の住んでい

るJR中央線沿線が甲州街道に沿っている

ので、まずは日本橋をスタート。終点の下

諏訪に到着した後、中山道へと進み木曾

路、美濃路、近江路を通り、今年4月に無事上洛しました。

街道には江戸時代の一里塚が残り、幕末の甲陽鎮撫隊や赤

報隊、和宮降嫁、戦国時代の武田家、関ヶ原の戦いや壬申

の乱跡など、重層する歴史が味わえます。これからも興味

の赴くまま歩いてみたいですね。	 （永井司	77期）
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福
島
有
恒 （
68
期
）

山
国
は
山
よ
り
暮
れ
て
蛍
草

藺
の
香
す
る
畳
を
拭
き
て
涼
新
た

「
山
国
」
の
抒
情
詩
で
あ
る
。
山
よ
り
暮
れ
る
ゆ
え
の
「
蛍

草
」
の
可
憐
さ
、「
露
草
」
と
も
親
し
ま
れ
秋
の
山
野
を

楽
し
ま
せ
る
。
新
し
い「
藺
草
」
の
畳
の
匂
い
、
畳
を
拭
い

た
部
屋
に
初
秋
の
心
地
よ
い
風
が
通
る

横
山
民
子 （
69
期
）

〇
流
れ
ゐ
る
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
や
夜
の
秋

涼
新
た
書
肆
は
迷
路
で
あ
り
に
け
り

「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
」
は
出
演
者
等
紹
介
字
幕
。
映
画
・
ド
ラ

マ
の
終
了
後
に
流
れ
る
字
幕
に
余
韻
を
楽
し
む
「
夜
の

秋
」。
季
節
感
に
敏
感
な
晩
夏
の
句
で
あ
る
。

又
、「
新
涼
」
の
中
、「
書
肆
」
を
「
迷
路
」
と
い
う
寂
寞

に
惹
か
れ
る
句
で
あ
る
。

貞
住
昌
彦 （
69
期
）

炎
天
を
鳶
逞
し
く
ひ
と
り
占
め

住
職
の
原
付
巡
る
里
の
盆

空
の
王
者
「
鳶
」
に
ふ
さ
わ
し
い「
炎
天
」、
そ
の
「
炎
日
」

の
下
を
独
り
飛
び
回
る
「
鳶
」
は
な
ん
と
勇
猛
で
あ
ろ
う
。

二
句
目
は
お
盆
の
寸
景
で
あ
る
。「
住
職
」
は
袈
裟
姿
で

「
原
付
自
転
車
」に
乗
り
、
檀
家
を
走
り
回
る
の
で
あ
ろ
う
。

橋
爪
信
篤 （
79
期
）

秋
空
に
マ
ス
ト
高
し
や
小
さ
き
湾

秋
霖
や
歩
く
に
難
し
箱
根
道

「
モ
ノ
」
が
多
い
と
纏
ま
り
が
悪
い
。「
秋
空
」「
マ
ス
ト
」

「
湾
」
の
内
、
二
つ
と
す
る
。「
秋
空
や
マ
ス
ト
の
高
き
船
溜

り
」、「
湾
小
さ
き
高
き
帆
柱
競
ひ
立
つ
」。
二
句
目
は

「
秋
霖
」が
季
語
。
例
え
ば「
道
難
渋
の
箱
根
道
」で
同
義
。

選
者 

吟
詠 

「
秋
の
蝉
」
三
句大

隅
徳
保 （
65
期
）

教
会
の
木
椅
子
の
ゆ
る
み
秋
の
蝉

秋
蝉
や
ま
な
こ
瞑
れ
ば
山
の
色

秋
蝉
の
死
に
ゆ
く
声
の
澄
み
に
け
り

第5回

選
者

大
隅 

徳
保（
65
期
）

（
オ
オ
ス
ミ　

ト
ク
ホ
、
本
名

：

ト
ク
ヤ
ス
）

大
塚
ま
す
子 （
65
期
）

〇
待
つ
こ
と
の
多
き
齢
や
白
木
槿

帰
り
道
歩
み
と
と
も
に
月
明
か
り

人
は
何
を
「
待
つ
」
の
で
あ
ろ
う
。
朝
開
き
、
夜
し
ぼ
む

木
槿
は
「
槿
花
一日
の
栄
」
で
あ
る
。
栄
華
の
は
か
な
さ
を

象
徴
す
る
白
い
花
。「
待
つ
こ
と
」
は
充
実
か
空
虚
か
。「
月

明
か
り
」
は
美
し
い
。
月
に
照
ら
さ
れ
た
人
の
影
も
美
し
い
。

梶
本
き
く
よ （
65
期
）

二
日
目
の
木
曽
馬
親
し
風
は
秋

西
に
生
れ
東
に
老
い
て
萩
括
る

木
曽
旅
行
の
二
日
目
で
あ
ろ
う
。
昨
日
と
同
じ
馬
に
親
し

み
も
加
わ
る
。
街
道
に
吹
く
風
は
す
で
に
秋
の
気
配
で
あ

る
。
二
句
目
、
考
え
れ
ば
生
ま
れ
た
関
西
を
離
れ
て
長
い
。

萩
に
め
ぐ
る
人
生
の
月
日
、「
萩
括
る
」が
人
を
安
心
に
導
く
。

峯　

和
男 （
65
期
）

天
高
し
泥
に
ま
み
れ
て
球
児
か
な

雑
草
の
勢
ひ
続
く
残
暑
か
な

高
校
野
球
は
百
回
を
迎
え
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
た
今
大

会
、
ま
さ
に
球
児
た
ち
は
「
泥
に
ま
み
れ
て
」
で
あ
る
。

そ
し
て
戦
っ
た
甲
子
園
の
土
を
持
ち
帰
る
。「
雑
草
」
の
句

は
、「
残
暑
」
の
厳
し
さ
が
「
雑
草
」
に
よ
り
巧
く
表
現
さ

れ
て
い
る
。

高
橋
相
子 （
65
期
）

神
木
に
祈
願
新
た
や
山
開
き

〇
鎮
魂
の
鐘
多
く
聞
く
葉
月
か
な

「
霊
山
」
に
対
す
る
信
仰
か
ら
、
富
士
の
七
月
一日
を
は
じ

め
各
山
で
「
山
開
き
」
が
あ
る
。「
祈
願
」
は
登
山
の
禁
を

解
く
神
への
祈
り
で
あ
る
。
二
句
目
「
葉
月
」
は
「
鎮
魂
」

の
季
節
、
死
者
の
魂
を
鎮
め
る「
た
ま
し
ず
め
」の
月
で
あ
る
。

＜応募要領＞ ・応 募 句：	当季雑詠　3句、優秀句を掲載・二重投稿はご遠慮ください　・締切：第6回（春季号）は2019（平成31）年2月15日
・応募方法：	メールまたは郵送にて（できればメールで）　①作品、②氏名（卒業期）、③電話番号、④メールアドレスまたは住所を明記

メール送信先：haiku@tokyo-rikuryo.com　郵送先：〒105-0002　東京都港区愛宕1-6-7-408	東京六稜会（俳句係）

俳
句
結
社
「
門
」
同
人
、
俳
人
協
会
会
員
、

国
際
俳
句
交
流
協
会
会
員

〇
印
・
・
秀
逸
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―　東京六稜倶楽部　― 

女流歌人　短歌朗読 ― 無常の風に抵抗して

9月の卓話とランチの会は、女流

歌人の辰巳泰子さん(96期)の短歌

朗読会でした。辰巳さんは23歳で

上梓した第一歌集『紅い花』で短歌

の芥川賞といわれる「現代歌人協会

賞」を最年少で受賞されています。

当日は世阿弥の著書『風姿花伝』を

モチーフに、これまでのご自身のエピソードの講演の後、短

歌の朗読が披露されました。

前半は辰巳さんの最新歌集『いっしょにお茶を』から『風

姿花伝』の中の ｢物まね条々｣になぞらえて再構成した朗読

会。後半は照明や衣装を変えて、「2008年東京ポエトリー

フェスティバル」の日本代表として演じられた朗読が、英語

と日本語で再現されました。

それでは辰巳さんの歌のいくつかをご紹介しましょう。

がらーん橋 ずどーん橋 暗渠にかかる戸板のごとき

怪我をした 君もわたしも血かたまり

肉盛ればそのうえにまた逢う

つらぬきて 子を持たぬ生もはや無く

だぶだぶとせつなさの 袋のごとき子

(野田美佳	94期)

添 田 隆 昭（78期）
TEL.0736-56-2233

高野山真言宗宗務総長
真田坊蓮華定院住職

2019年1月より「銀座ライオン会場・第３水曜日開催」に戻ります

■今後の東京六稜倶楽部のお知らせ 　 　
11月15日	 掛谷嘉則さん（81期）「白馬ハイランドホテルだから叶えられる夢」
12月20日	 江川裕人さん（87期）「臓器移植の現状と今後の課題」
1 月18日	 大野紗和子さん（116期）「未定」

2019年1月より毎月第3水曜日
AM11時30分開演（受付AM11時～）
PM2時迄歓談を楽しめます。
参加費　2,500円
（バイキングランチ付、但しビールは別途）

銀座ライオン7丁目店　６階
東京都中央区銀座7-9-20
電話03-3571-2590
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■日時：11月10日（土）
①15：00～16：00

講演
②16：00～17：30

懇親パーティー
■テーマ：	「コンテンツビジネス視点での地方創生」

地方創生の課題を整理しつつ、コンテンツビジネスの視点
からどうすれば地方創生が面白くなるのかを講演者の独断
と偏見でお伝えします。地方創生もコンテンツビジネスも
現場感いっぱいにお伝えしていきます。

■会場：	墨田区江東橋4-29-16　プラザ錦糸町ビル10階
レンタルスペース「むすべや錦糸町　つどい」

（JR・半蔵門線　錦糸町駅南口より徒歩2分）
■参加費：2,000円　※講演のみの参加…1,000円
■お申込み・お問い合わせ：akiko100539@gmail.com

（KITANO	cafe事務局　徳田）

―　KITANO cafe　― 

現役世代も参加しやすい平日夜の交流会

皆さん、KITANO	cafeをご存知ですか？　大先輩から高

校を卒業したばかりの大学生まで、幅広い卒業期の方が気

軽に交流できるイベントです。毎回、若手期を中心に1～2

名の方にご講演いただき、その後の懇親会で絆を深めてき

ました。

講演テーマも「PR」「首相秘書官」「LGBT」「音楽・作

曲」等などと多岐にわたっており、他では聞くことのできな

いレアなお話が聞けることもあります。懇親会では、お酒を

片手に、講演のテーマや興味・関心からお仕事まで、さま

ざまな話題で盛り上がり、とても充実した時間を過ごしてい

ます。そのためリピーターの方も少なくありません。

KITANO	cafeは、より多くの方にお楽しみいただけるよ

うに進化を続け、7月から大きくリニューアルしました。例え

ば、お仕事が終わってからも参加しやすい平日夜19時頃ス

タートとし、会場をアクセスのよい新宿に設定、交流を深め

る時間がたっぷりと取れるよう講演と懇親会を同じ会場で開

催する、などの改善を重ねています。また今後はお子さん

のいる方も参加しやすいように、休日昼間の開催も検討して

います。これからもより一層魅力的なイベントとなることを

目指していきます。

なお今後の講演予定は以下の通りです。日時などの詳細

が決まりましたら東京六稜会のWebやFacebookページに

更新していきますので、ぜひチェックしてみてください。

同期や先輩・後輩お誘いあわせの上、ご参加いただけた

らと思います。お一人や初参加でも十分に楽しめますので

お気軽にお申し込みください！

若手主催交流会、KITANO cafeにぜひ遊びに来てください

矢
や

野
の

晋
しん

也
や

（111期）
株式会社KADOKAWA
ビジネスプロデュース局　マーケティングソリューション推進部
デジタルソリューション課　街づくり総研　主任研究員

Speaker
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終身会員制度は、ご長寿会員及び一定額の寄付をいただ

いた会員を終身会員とし、以後の年会費を免除するもので

す。また、ご長寿会員の皆様（88歳となられる卒業期の方）

は自動的に終身会員となります。会員になられた皆様には

「終身会員証」をお送りいたします。

■終身会員になるには

卒業期の年齢にかかわらず、10万

円以上の特別寄付をいただいくと終身

会員となります。また、以下の年齢に該当する方は特別寄

付の額が軽減されます（卒業期を基準とする）。2019年

は1月より、以下の期の方が該当します。

75歳以上　3万円以上（63期～75期）

65歳以上　5万円以上（76期～85期）

55歳以上　7万円以上（86期～95期）

■申込み手続き

①2019年1月より2019年分の受付を開始し上記の寄付

額をお納めください。

②または、下記窓口に終身会員希望と明記の上、お名前と

卒業期をご連絡ください。

◉問い合わせ等窓口

：会員委員会　終身会員連絡担当　成本洋子（79期）

メール：yokonarumoto3@gmail.com

電　話：080-3110-2407

■申込み締切り

2019年分「終身会員証」は、2019年6月30日（日）ま

でに寄付振込をいただいた方へ発行・送付いたします。

北野時代にクラブに所属していた方で首都圏に在住され

ている皆さん。大阪の集まりになかなか出席できない…と

残念に思っていませんか？　東京六稜会では、東京でのクラ

ブOB・OGの親睦を深めるとともに、クラブの横のつなが

りが生まれるような「クラブOB・OG会」の発足を準備して

います。

つきましては、各クラブOB・OG会の代表の方やご意見

をいただける方は、ぜび下記までご連絡をお願いいたしま

す。

●クラブOB・OG会発足委員会

代表者　東京六稜会常任幹事　西田美博（81期）

連絡窓口：会員委員会　大鐘美明（94期）

メールアドレス：tokyo-rikuryo-club-obog@googlegroups.com

委員会からのお知らせ
来年2019年は、75期、85期、95期の方が有利!

東京六稜会　終身会員募集！
運動部も文化部もつながりませんか？

「クラブOB・OG会」発足へ!連絡窓口を設置

※本年春号でお知らせした連絡窓口メールの記載が誤っており、ご迷惑をおか
けいたしました。訂正してお詫び申し上げます。ぜひ上記のアドレスへご連
絡をお願いします。

終 身会 員証

あなたの投稿をお待ちしています
この東京六稜会報は、皆様からの投稿をもとに編集してい
ます。ぜひとも情報をお寄せください。
❖交流リポート：同期会のほか、クラブの集まりや意外な交流
などの情報をお寄せください。
まずは「ネタ」だけでかまいません。後ほど改めて原稿や写
真を依頼させていただきます。
❖趣味紹介コーナー：ジャンルを問わず、あなたの趣味や作
品を紹介します。
まずはご趣味の内容をお知らせください。後ほど改めて原
稿や写真を依頼させていただきます。

❖「ミニスタグラム」と称した写真投稿コーナーも準備してい
ます。写真コメントを気軽にお寄せください。
投稿アドレス：genko@tokyo-rikuryo.com
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部員減少に悩むラグビー部は3

年前、廃部の危機に瀕していまし

た。どうすれば部員を増やすこと

ができるのか？　この課題に現役

部員は“泥臭い営業”を展開。「一緒にラグビーやろうよ!」

と熱い気持ちを伝え、一人ずつ、でも確実に仲間を増やし

ていったそうです。

現在、部員は19名。大半が1年生という夢ある六稜ラ

ガーは、悲願の単独チームで全国大会予選に挑みました。

顧問の橋爪先生の熱血指導に加え、若手OBも日々練習相

手として胸を貸し

てきました。

そして迎えた初

戦、31－5の見事

な勝利！	粘り強く

ボールを繋ぐ	こま

で努力を積み重ねて来た先

生・部員・OBGのことを思

うと、一つ一つのプレーに

目頭が熱くなりました。

この1勝が持つ意味はと

ても大きい。強い絆で結ば

れた彼らは今後も勝利を重ねることができるでしょう。そし

て、仲間も必ず増えていくと確信しました。

（残念ながら9/16敗戦、予選敗退となりました）

東京六稜会の運営は、年会費及び寄付・協賛広告を礎として
おります。ご賢察を賜りご協力をお願い申し上げます。

協賛広告掲載料（消費税別）
１ページ	 200,000円	 1/2ページ	100,000円
1/4ページ	 50,000円	 1/8ページ	 30,000円

広告の相談及び受付　財務委員会　tokyo@rikuryo.or.jp

協 賛 広 告 の お 願 い

『東京六稜会の特約店』
会員証を提示すると特典が受けられます

◦ここにご紹介した特約店で「東京六
稜会会員証」をご提示いただくと、
特典が受けられます。現在、特約店
は4店です。
会員証は、年会費をお振込みいただ
いた方に、毎年「東京六稜会報・秋
号」に同封してお届けいたします。
有効期間は1年です。
「東京六稜会終身会員証」でも同様
の特典をお受けいただけます。

メンバーズサロン　つる八
▪特典/東京六稜会キープボトル利用可能
食事とお酒を楽しむもよし、バーとして語らいを愉しむもよし。
赤坂のメンバーズクラブに「東京六稜会ボトル」がいつも用意され
ています。二次会などにぜひご利用ください。
東京都港区赤坂3-12-18　第8荒井ビル赤坂館3F　19時開店
TEL：03-3583-5835

※混み合うこともありますので事前のご連絡をおすすめします。

ワインショップ　ワン・フォア・オール
▪グラスワイン人数分サービス
外房線御宿駅から車で5分のワインショップ
は、賀好弘志さん（78期）の経営。ゴルフ
や釣り、海水浴場帰りに立ち寄ってみては。
不定期休なので事前にお電話を。
千葉県夷隅郡御宿町御宿台205-14
TEL：0471-62-6798

雑貨・工房　アイビークラフト
▪特典/全商品1～2割引き
日常のちょっとオシャレな小物類、英国
で集めたアンティーク、手作り好きの工
房、環境にも体にも優しい無添加洗浄
剤などなどが、あなたとの出会いをお
待ちしています。一度遊びに来てくださいね！
千葉県千葉市中央区春日1-18-13
TEL：043-242-5400

スペインクラブ銀座
▪特典/グラスワイン人数分サービス
銀座7丁目の「すずらん通り」沿いにある、スペイン伝統料理の
ダイニングバー。
平日はランチとデイナータイム、
土日・祝日は通日営業。
東京六稜倶楽部のお帰りなどに
ぜひご利用ください。
東京都中央区銀座7-7-7
　GINZA777ビル2F
TEL：03-6228-5338

〈日曜日	定休〉

会 員証

有効期限　2019.10.31

終 身会 員証

母校からの風

復活!!　北野ラグビー部　単独チームで初勝利 ＜OB観戦記＞

夢の単独チームで初勝利！
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東京六稜会役員・常任幹事一覧　※平成30年9月現在
会長
	 77期	 太 田 省 三
理事兼副会長
兼事業委員長・倶楽部事務局長
	 73期	 牧 　 武 志
理事兼会報委員長
	 77期	 永 井 　 司
理事兼財務委員長
	 79期	 坂 田 東 一
理事兼会員委員長
	 89期	 白 石 俊 己
理事兼総務委員長
	 82期	 三 谷 秀 史

理事兼事務局長
	 84期	 藤 村 吉 男
監事
	 68期	 高 端 正 直
六稜同窓会担当
	 82期	 三 谷 秀 史
顧問
	 66期	 志 甫 　 溥
常任幹事
	 65期	 山 根 義 夫
	 66期	 西尾大次郎
	 67期	 杉尾伸太郎
	 70期	 船 木 隆 夫

	 71期	 蛭 川 　 克
	 72期	 船 戸 愛 正
	 73期	 橋 本 　 操
	 74期	 小 島 英 成
	 74期	 松 山 正 之
	 74期	 深 山 欣 秀
	 75期	 黒 岩 暎 一
	 75期	 清 水 知 子
	 75期	 田 部 一 恵
	 76期	 伊 藤 要 一
	 76期	 多 賀 正 義
	 76期	 河北芙紗子
	 77期	 細 見 裕 子

	 78期	 橋 口 喜 郎
	 78期	 原田知可子
	 79期	 山 上 芳 昭
	 79期	 成 本 洋 子
	 80期	 稲 田 正 俊
	 80期	 今井美登里
	 80期	 小 糸 　 栄
	 81期	 西 田 美 博
	 81期	 中井加明三
	 82期	 植 村 和 文
	 84期	 三條場洋子
	 85期	 谷 藤 慶 一
	 85期	 安原富美子

	 86期	 高 木 　 洋
	 86期	 渡 辺 邦 子
	 87期	 田 中 和 明
	 87期	 田 上 妙 子
	 88期	 伊 藤 敦 子
	 88期	 濱 名 一 実
	 90期	 河 野 次 郎
	 91期	 篠 田 真 美
	 91期	 谷島由紀子
	 92期	 羽田野達夫
	 92期	 中 川 恵 子
	 93期	 小 國 敏 和
	 93期	 植 田 久 子

	 94期	 伊豆原　孝　
	 94期	 大 鐘 美 明
	 94期	 稲 垣 京 子
	 94期	 伊 藤 　 朋
	 94期	 野 田 美 佳
	 95期	 谷 垣 建 有
	 95期	 山 根 仁 志
	 95期	 白 垣 達 哉
	 96期	 村 井 正 親
	 96期	 岡 崎 尚 行
	 96期	 田中真由子
	 96期	 平 田 倫 子
	 96期	 蓑 原 律 子

	 97期	 坂 口 　 誠
	 97期	 嶋 武 正 郎
	 97期	 杉 本 哲 人
	 97期	 羽 石 彩 子
	 98期	 祐 谷 昌 彦
	 98期	 粟 津 律 子
	104期	 松 本 隆 志
	111期	 片 山 真 澄
	111期	 塚 本 　 渉
	117期	 高 橋 一 誠
	117期	 藤 崎 　 梢
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　心
得
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条

第
一
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『
而
今
生
涯
（
じ
こ
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し
ょ
う
が
い
）』

　
こ
れ
か
ら
、
開
祖
直
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合
氣
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を
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べ
る

第
二
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『
文
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両
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の
範
と
な
る

　勉学
と
両
立
さ
せ
る
の
が
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流

第
三
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『
一
流
の
合
氣
道
』
を
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す

　
こ
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ら
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は
世
界
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一
流
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だ

第
四
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）
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す
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第
五
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を
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（
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を
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え
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な
い
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を
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を
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に
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わ
な
い

技
を
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、

人
間
（
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）
を
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え
た
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に
は
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わ
な
い

第
六
条 

『
正
勝
吾
勝
勝
速
日

（
ま
さ
か
つ
あ
か
つ
か
つ
は
や
び
）』
が

合
氣
道
の
極
意
で
あ
る

　
正
勝
、
正
し
い
者
が
勝
つ

吾
勝
、
自
分
（
吾
）
に
勝
て
れ
ば
誰
に
で
も
勝
つ

勝
速
日
、
時
間
（
日
）
の
速
さ
に
勝
つ

第
七
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『
よ
ろ
ず
和
合
』
を
磨
く

　
墨
蹟
碑
（
阿
部
醒
石
先
生
書
）

「（
開
祖
・
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芝
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翁
、
道
歌
）
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と
は

　
よ
ろ
ず
和
合
の

　
ち
か
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な
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た
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道
の
人
々
」


